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観一第 11回卒業生同窓会次第

司会・進行  藤原 博、齋藤 尚子

1  開会

2  物故者に黙祷

3  代表世話人挨拶  (高橋 勝久)

4  記念講演

『私のマラリヤ体験』  神原 廣二

5  ミニ ヨーガ  (高橋 勝久)

一体憩 (記念写真)一

6  思師挨拶     近井 安雄 先生

7  恩師へ記念品贈呈

8  乾杯      (斎 藤 清)

9  記念の映像視聴  (京阪神支部 小野喬啓)

・卒業時のアルバム写真 (19分)

・新校舎の映像    ( 6分 )

10  懐かしい歌を歌 う

11  校歌斎唱

12  中締め乾杯   (小 野 喬啓)

13  事務連絡 (2次会)

14  閉会
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観一第 11回卒業生同窓会出席者名簿     (79名 )

恩師 近井 安雄  先生

1組       プル   2組       こずル   3組       墓ゴル
1 安藤 静夫 ①

2 谷口 正矩 ①

3 合田 洋一 ①

4 小 西 雄介 ①

5 藤原 博 ⑥

6 大西 久善 ①

7 大西 将晴 ①

8 吉田 正道 ①

9 尾藤 修市 ②

10 大鹿 孝 ②

1 瀧川 自天 ②

2 磯野 秀和 ②

3 山西 淳二 ②

4 林 茂樹 ②

5 矢野 博英 ②

6 小 西 洋 ③

7 大西 省三 ③

8 橋 田 正敏 ③

9 片山 不日:: ③

10 神原 廣二 ③
■
■

１
■ 磯野 博一 ③

12 齋藤 清 ③

5組

1 石川 豊 ⑦

2 合 田 厚 生 ⑦

3 浮 田 洋子 ⑦

4 河合 京子 ⑦

5 渡里 典 子 ⑦

6 森 宣子 ⑦

7 松本 和子 ⑦

8 三野 千寿子 ⑦

■
■ 柾 英樹 ④

2 高井 秀世 ④

3 小 野 喬啓 ④

4 大野 哲冶 ④

5 三 好 孝夫 ④

6
藤”

Ｈ
■
刀 忠道 ④

7 佐伯 勝義 ④

8 高橋 勝久 ③

9 大井 英司 ⑤

10 宮本 茂 ⑤

11 金川 美枝子 ⑤

12 湖崎 房子 ⑤

6組

1 高橋 敏 ③

2 石田 康子 ③

3 合 田 陽子 ③

4 岡 田 光見 ③

4組
■
■ 宇賀 信夫 ⑤

2 渡 辺 紘一 ⑤

3 藤村 マスミ ⑤

4 浅野 益 美 ⑤

5 菅原 玲子 ⑥

6 石井 恵子 ⑥

7 高木 節子 ⑥

8 大家 ユキミ ⑥

9 齋藤 尚子 ⑥

7組
■
■ 増田 冨雄 ③

2 中田 静子 ⑨

3 田岡 王子 ◎

9組

1 高嶋 光 子 ⑩

2 松田 喜代子 ⑩

3 香川 詔美 ⑩

4 高橋 栄 子 ①

5 浅野 宣子 ⑩

6 矢野 通 子 ⑩

7 深尾 夫薦子 ①

8 真鍋 亮子 ①

9 大西 美代子 ①

10 宮武 加津子 ①

11 久保 二美子 ①

10組
1 石り|| 章子 ⑫

2 近藤 禎子 ⑫

3 辻 演美 ⑫

4 中川 敦子 ⑫

5 藤川 弘子 ⑫

6 松岡 妙 子 ⑫

7 船場 恵美子 ⑫

8組

1 近藤 良子 ⑨

2 森 明美 ⑨
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